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◆◆◆◆研究研究研究研究キーワードキーワードキーワードキーワード                                                                                                                                            

  臨床心理学 ／ 発達心理学 ／ 移行対象 ／ アタッチメント ／ 接食障害     

◆◆◆◆主要業績主要業績主要業績主要業績                                                                                                                                                        

・井原成男：職と身体の臨床心理学ー摂食障害の発達心理学．山王出版，2006． 

・井原成男編著：移行対象の臨床的展開ーぬいぐるみの発達心理学．岩崎学術出版社,2006． 

・井原成男：こころ．衛藤隆編，新世紀の母子保健（改訂版）医歯薬出版社，2005． 

◆◆◆◆研究内容研究内容研究内容研究内容                                                                ◆◆◆◆教育内容教育内容教育内容教育内容                                                                    

発達臨床心理学講座の中で、特に病院臨床（小児科

臨床）的な研究をしている。医師でないものがかか

わるメリットを生かすために臨床心理学を、発達心

理学的に基礎付け、将来的にはまやかしものでない

発達臨床心理学という応用分野を確立することを目

指している。 

具体的には、摂食障害の症例の積み重ねを基にして、

発達心理学的にどのように理解したらよいか、また

その基礎付けた知見を臨床現場や本コースで学ぶ臨

床心理士志望の院生にどのように還元するかの研究

をしている（主要業績１）。 

さらに子どもの母子関係における愛着の発達と離脱

について、移行対象という具体的、普遍的な現象に

基づいて研究、応用するという研究を行っている（主

要業績２）。 

学部では、臨床心理学的なもの、特に実践的な内容を伝

える仕事をしています。科目は基礎論、人格心理学、心

理テストの臨床的応用などです。 

大学院においては、日々現在も継続している臨床現場の

仕事を、どのように学的体系の中に位置づけ、当然それ

は自分の体験を深化させるものなので、ユニークなもの

になるわけですが、それを個性的かつ普遍の体系の中に

位置づけ、そうした学的追求が、翻って、また以下に実

践そのものを深く有効なものにするか、大学院ではその

ような視点で心理臨床の中でも実践的な部門である、カ

ウンセリング、心理療法等を教えています。 
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◆◆◆◆将来将来将来将来のののの研究計画研究計画研究計画研究計画・・・・研究研究研究研究のののの展望展望展望展望                                                                                                                     

これまでに積み上げてきた臨床心理学的な知見と経験を、発達渉外的な基礎論の中に位置づけ、それを発達臨床の

中に位置づけ、学的確立を目指す。 

◆◆◆◆共同研究可能共同研究可能共同研究可能共同研究可能テーマテーマテーマテーマ・・・・今後実用化今後実用化今後実用化今後実用化したいしたいしたいしたいテーマテーマテーマテーマ                                                                                        

・アタッチメントの臨床心理学的研究 

・病院臨床の臨床的発達的研究 

・心理療法の比較統合研究 

◆◆◆◆受験生等受験生等受験生等受験生等へのへのへのへのメッセージメッセージメッセージメッセージ                                                                                                                                

学部生 

単に学問的な深化を目指すのみでなく、身の回りに起こっていることを、単に心理学的な興味だけでなく、社会的･

政治的観点も含めて総合的に見ていける、しなやかな感性を持っている人を求めます。つまり視点の広い人という

ことです。 

院生 

対象化した病理（他者の病理「私の友達の病理」「社会の病理」）のみでなく、自分自身を振り返る能力とカツコの

勇気のある方を求めます。それは常識のある普通の人ということかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


